
 

こ
ら
む   

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

⑫

  

珠
洲
や 

温
も
る 

土
ま
で
も―

                 

素
朴
な
味
わ
い
の
〝
珠
洲
焼
〞

　

幼
い
頃
、
祖
母
に
連
れ
立
っ
て
耕
し
た
畑
の
傍

が
珠
洲
焼
の
古
窯
跡
で
あ
っ
た
。
そ
こ
の
土
だ
け

は
鍬
に
ガ
ッ
ガ
ッ
と
石
な
ら
ず
櫛
目
模
様
や
四
耳

壷
が
想
定
さ
れ
る
欠
片
に
当
た
る
耕
音
の
響
き
が

あ
っ
た
。
祖
母
は
「
伝
え
に
よ
る
と
窯
の
遺
構
が

あ
っ
た
所
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
一
帯
を
以
前
か
ら
『
窯
の
前
』
と
呼
び
、

調
査
で
発
見
さ
れ
た
珠
洲
焼
窯
跡
ほ
ぼ
40
基
の
一

つ
・
珠
洲
市
宝
立
町
柏
原
西
方
寺
窯
跡
「
郷
カ
マ

ノ
マ
エ
窯
跡
群
」
で
あ
る
。

　

貯
蔵
に
使
わ
れ
た
甕
や
壷
、
調
味
の
鉢
な
ど
実

用
の
須
恵
器
系
陶
器
は
今
や
民
芸
品
と
し
て
心
有

る
民
家
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
十
五
世
紀
末
頃
に

歴
史
の
悪
戯
に
よ
っ
て
北
陸
を
越
え
て
流
布
し
た

古
珠
洲
焼
は
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
。

　

只
今
、
私
の
目
の
前
に
晩
酌
を
楽
し
む
自
称
珠

洲
焼
名
品
が
あ
る
。
蘇
っ
た
故
郷
に
独
自
の
風
合

い
の
絶
品
で
あ
る
。
土
品
は
決
し
て
口
を
き
か
な

い
。
さ
れ
ど
、
優
し
く
語
り
掛
け
て
く
る
。

　

鉄
分
の
多
い
珠
洲
の
土
は
、
窖
窯
の
中
で
大
量

の
薪
に
焚
か
れ
、
そ
の
灰
が
溶
け
て
流
れ
て
特
有

の
自
然
釉
が
描
か
れ
る
と
い
う
。
終
盤
、
燻
ベ
焼

き
な
ど
の
技
法
に
よ
っ
て
、
粘
土
の
鉄
分
や
酸
素

と
炎
の
炭
素
が
化
合
し
て
独
特
の
黒
灰
色
を
生
み

出
す
の
で
あ
る
。
見
る
か
ら
に
焼
き
物
の
真
髄
に

迫
る
武
骨
で
素
朴
な
幻
を
秘
め
た
名
陶
と
自
賛
し

た
く
な
る
。

　

こ
の
黙
し
て
語
り
掛
け
る
再
興
さ
れ
た
珠
洲
の

宝
は
、
現
在
進
化
の
途
上
に
あ
る
。
値
打
ち
あ
る

地
場
産
業
と
し
て
進
展
を
企
画
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
醍
醐
味
の
目
と
心
を
世

に
広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉）
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７
月
24
日
池
袋
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
に
お
い
て
、
「
能

登
空
港
応
援
隊
結
成
式
・
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
応
援
隊

は
、
首
都
圏
の
ふ
る
さ
と
会
の

役
員
な
ど
約
80
人
で
結
成
さ
れ

た
。

　

表
正
人
石
川
県
空
港
企
画
課

長
か
ら
開
港
以
来
〝
優
良
地
方

空
港
〞
で
あ
っ
た
能
登
空
港
が

開
港
８
年
目
で
搭
乗
率
55.8
％
と

目
標
搭
乗
率
62
％
を
下
回
っ

た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ

芥
川
賞
作
家

荻
野
ア
ン
ナ
さ
ん
珠
洲
訪
問

　

荻
野
ア
ン
ナ
さ
ん
（
慶
應
大
学
文
学
部

フ
ラ
ン
ス
文
学
科
教
授
）
は
珠
洲
商
工
会

議
所
の
招
請
で
、
８
月
31
日
か
ら
１
泊
２

日
で
珠
洲
市
の
観
光
地
な
ど
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

弊
紙
に
紀
行
記
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

連
載
予
定
で
す
。

（
第
２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

    

応
援
隊
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
予
定

○
10
月
16
日
（
日
）
11
：
00
〜
16
：
30　

品
川
区
中
延　

荏
原
商
店
街

　
「
秋
の
賑
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」

○
11
月
12
日
（
土
）
〜
13
日
（
日
）
10
：
00
〜
16
：
00　

大
田
区
平
和
島　

平
和
島
公
園

　
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」

っ
た
も
の
の
、
搭
乗
率
の
低
下

は
能
登
空
港
存
続
に
関
わ
る
重

要
課
題
で
あ
り
、
危
機
感
を
持

っ
て
利
用
促
進
を
図
ろ
う
、
と

訴
え
が
あ
っ
た
。

　

結
成
式
の
後
、
品
川
区
内
の

商
店
街
や
夏
祭
り
会
場
で
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
世
界
農
業
遺
産
な
ど
能
登

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

奥
能
登
人
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
紐
帯

能
登
空
港
を
守
れ
！「
応
援
隊
」結
成

珪藻土切り出し体験中の荻野さん

決意表明の東京輪島会寺沼幸子会長



ア
ン
ナ
の
珠
洲
日
記
【
１
】
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新
宿
支
店
で
の
「
能
登
ふ
る
さ
と
博
ロ
ビ
ー
展
」
に
つ
い
て

　

能
登
空
港
に
は
ゲ
ン
さ
ん
の
車
が

待
っ
て
い
た
。
源
と
書
い
て
ゲ
ン
と

読
む
。

　

商
工
会
議
所
の
「
振
興
課
長
（
兼
）

観
光
と
物
産
推
進
室
長
」。
肩
書
は

ジ
ュ
ゲ
ム
の
よ
う
に
長
い
が
、
ゲ
ン

さ
ん
と
は
呼
び
や
す
い
。

　
「
ミ
ナ
モ
ト
の
お
家
柄
で
す
か
？
」

　
「
義
経
か
ら
僕
で
三
代
目
で
す
」

　

25
代
目
く
ら
い
に
答
え
て
お
け
ば

相
手
は
信
じ
か
ね
な
い
。
３
代
目
、

で
ネ
タ
ば
ら
し
を
す
る
生
真
面
目
さ

は
珠
洲
な
ら
で
は
、
と
後
で
分
か
る
。

　

確
か
に
こ
の
地
に
は
義
経
伝
説
が

あ
る
。
安
宅
の
関
か
ら
能
登
へ
回
っ

た
義
経
が
、
佐
渡
へ
渡
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
関
係
で
須
須
神

社
に
は
義
経
の
笛
と
弁
慶
の
守
り
刀

が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ゲ
ン
の
本
家
は
歴
史
が
あ
る
。
親

戚
に
は
あ
え
て
ミ
ナ
モ
ト
に
戸
籍
を

変
え
た
人
が
い
る
そ
う
だ
。

　

車
窓
は
緑
が
濃
い
。
高
か
ら
ず
低

か
ら
ず
の
山
が
両
側
に
続
く
。

　

の
ん
び
り
、
の
っ
た
り
、
心
を
解

放
し
て
く
れ
る
景
色
だ
。

　

同
行
の
チ
エ
は
お
母
さ
ん
が
金
沢

出
身
で
、
チ
エ
も
20
年
ほ
ど
前
に
珠

洲
を
訪
れ
、
キ
リ
コ
祭
り
を
見
た
こ

と
が
あ
る
。

「
20
年
前
に
ご
覧
に
な
っ
た
も
の
は
、

今
で
も
健
在
で
す
よ
」

　

車
は
「
レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
」
に
到

着
し
た
。

　

落
ち
着
い
た
小
部
屋
に
チ
エ
と
私

を
残
し
、
ゲ
ン
さ
ん
、
一
時
退
去
。

気
を
使
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

　

気
を
使
わ
れ
る
と
、
図
に
乗
る
２

人
で
あ
る
。
早
速
ビ
ー
ル
の
後
に
日

本
酒
を
頼
ん
だ
。

　

い
し
る
鍋
が
運
ば
れ
て
き
た
。
い

し
る
は
イ
カ
の
し
ょ
っ
つ
る
、
と
教

え
ら
れ
た
。
浜
中
式
は
冷
凍
し
た
イ

カ
を
内
臓
ご
と
輪
切
り
に
し
て
供
す

る
。

鍋
の
中
で
半
分
溶
け
か
け
た
ワ
タ
は

　

北
陸
銀
行
新
宿
支
店
（
支
店
長　

小

倉
章
史
）
で
は
、
平
成
23
年
７
月
１
日

よ
り
８
月
31
日
ま
で
、
能
登
ふ
る
さ

と
博
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ロ
ビ
ー
展
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
店
で
は
定
期
的
に
地

元
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
、
今
回

は
第
10
回
目
の
ロ
ビ
ー
展
と
な
り
ま
し

た
。

　

ロ
ビ
ー
展
で
は
、
奥
能
登
、
珠
洲
を

代
表
す
る
「
天
然
の
能
登
塩
」
や
「
塩

サ
イ
ダ
ー
」、「
能
登
き
り
こ
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
」
に
加
え
、
珠
洲
地
区
の
様
々

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
展
示
い
た
し
ま
し

た
。
６
月
に
「
能
登
の
里
山
里
海
」
が

世
界
農
業
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
お
客
さ
ま
は
展
示
物
を
写
メ
ー

ル
に
撮
る
な
ど
、
興
味
深
く
見
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

当
店
は
今
後
も
地
域
密
着
型
の
銀
行

と
し
て
地
元
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

〈
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

北
陸
銀
行　

新
宿
支
店　

高
木    

Tel:

０
３
―
５
３
８
９
―
７
１
１
１

極
上
の
美
味
で
あ
る
。
汁
も
実
も
イ

カ
の
、
イ
カ
三
昧
。「
宗
玄
」
の
冷
酒

が
進
む
。

　
「
と
ん
と
ん
」

　

襖
越
し
に
男
性
の
声
が
し
た
。
ド

ア
を
ノ
ッ
ク
し
た
つ
も
り
、
と
は
芸

が
細
か
い
。
ご
主
人
の
浜
中
さ
ん
は
、

料
理
は
重
厚
だ
が
人
柄
が
軽
妙
で
あ

る
。

「
い
し
る
は
、
い
い
言
い
方
す
る
と

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ナ
ン
プ
ラ
ー
で
す
」

　

鍋
に
は
地
元
の
海
藻
の
ア
カ
ム
ク

が
入
っ
て
い
る
。
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
の

口
当
た
り
が
癖
に
な
る
。

「
い
い
な
ぁ
、
こ
こ
住
み
た
い
な
ぁ
」

　

チ
エ
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
チ
エ

は
人
妻
、
私
は
独
身
。

「
誰
か
独
身
の
人
が
い
た
ら
紹
介
し
て

下
さ
い
よ
」

　

浜
中
さ
ん
は
す
か
さ
ず
答
え
た
。

「
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
よ
。
家
付
き
ジ
ジ

付
き
バ
バ
付
き
で
ね
」

　

荻
野
、
無
言
で
冷
酒
に
手
を
伸
ば

し
た
。　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

石川県人会
会員募集中！
TEL 03-3556-1414
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◉ 

ふ
る
さ
と
行
事 

◉

10
月
23
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
） 

第
３
回
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
予
選
会

 

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
越
谷　

チ
ー
ム
能
登
丼
出
場

10
月
26
日
（
水
）〜
11
月
１
日（
火
） 

第
３
回
金
沢
・
加
賀
・
能
登
百
万
石
の
物
産
展

 

さ
い
か
屋 

藤
沢
店

11
月
３
日（
木
）
〜
９
日
（
水
） 
金
沢
・
加
賀
・
能
登
百
万
石
の
物
産
展　

 
さ
い
か
屋 

横
須
賀
店

11
月
23
日
（
水
・
祝
） 

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
移
住
・
交
流
イ
ベ
ン
ト

 

都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
展
示
室
５
階

「
ひ
と
に
ぎ
り
の
塩
」
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

第４回

主 催：「いしかわ県人祭 in 東京」実行委員会
会 費：男性10,000円、女性7,000円、学生3,000円

椿山荘 プラザ5F「オリオン」
東京都文京区関口２-10-８　TEL：03-3943-1111会 場

日 時

※午後４時からプラザ５Fロビーで「いしかわ物産市」「お茶席」を開催します。
※会場へはお早めにお越し下さいます様お願いいたします。

※このチケットはお帰りの際までお持ち下さい。

in 東京in 東京
2011年10月14日（金曜日）  懇親会：午後6時30分～

　

珠
洲
の
塩
づ
く
り
が
題
材
と
な
っ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
上
映

の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
川
県
、
珠
洲
市
、
珠
洲
商
工
会

議
所
な
ど
が
後
援
し
て
い
ま
す
。
是

非
観
賞
く
だ
さ
い
。

◎ 

11
月
３
日
（
祝
・
木
）　

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
浦
和　

  
   TEL 0

4
8
-8
1
3
-8
8
5
6

　

第
１
回
浦
和
映
画
祭

　

第
１
回
浦
和
映
画
祭  

特
別
上
映

特
別
上
映

◎ 

11
月
12
日
（
土
）
〜
25
日
（
金
）

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
豊
洲

   TEL 0
3
-6
2
1
9
-3
0
0
0

　
　

   

前
売
り
券
１
，
０
０
０
円
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《
応
援
団
の
活
動
趣
旨
》

　

東
京
奥
能
登
応
援
団
は
、
平
成
20
年
７
月
に

発
足
し
て
か
ら
４
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

●
応
援
団
の
活
動
目
的
は
、「
応
援
団
だ
よ
り

創
刊
号
」
で
表
明
し
ま
し
た
よ
う
に

●
地
元
の
要
請
＝
「
ふ
る
さ
と
奥
能
登
の
活
性

化
に
首
都
圏
在
住
の
出
身
者
の
ご
支
援
を
」

に
応
え
る
観
光
宣
伝
、経
済
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
事
業
な
ど
の
支
援
活
動

●
ミ
ニ
コ
ミ
紙
「
応
援
団
だ
よ
り
」
に
よ
る
、

奥
能
登
の
地
元
ニ
ュ
ー
ス
の
伝
達
と
首
都
圏

で
開
催
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
行
事
の
案
内
な
ど

を
通
じ
て
、
故
郷
・
奥
能
登
と
首
都
圏
在
住
・

在
勤
の
皆
様
と
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

規
約
、
会
則
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
事
務
局
は
、
千
代
田
区
麹
町
４
―
８
石
川
県

紀
尾
井
会
館　

石
川
県
人
会
事
務
所
に
置
い
て

い
ま
す
。

●
役
員
は
、
代
表
の
光
眞 

章
と
事
務
局
長
の

乙
丸
秀
次
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
事
務
方
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
活
動
目
的
に
ご

賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
ど
な
た
で
も〝
応
援
団
長
〞

で
す
。

●
主
な
活
動
は
、
ミ
ニ
コ
ミ
紙
「
東
京
奥
能
登

応
援
団
だ
よ
り
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
用
、
ふ
る
さ
と
行
事
な
ど
へ
の
参
加
で
す
。

応
援
団
は
、
自
治
体
、
経
済
団
体
、
ふ
る
さ
と

会
な
ど
活
動
目
的
に
添
う
行
事
で
あ
れ
ば
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。

●
運
営
費
用
は
、応
援
団
の
〝
有
志
の
援
助
（
カ

ン
パ
）〞
に
よ
り
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
従
っ

制　
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事 

務 

局 

か 

ら

て
、
会
費
等
は
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
特

定
の
企
業
や
団
体
か
ら
も
援
助
も
受
け
て
い
ま

せ
ん
。
宣
伝
広
告
費
や
会
費
を
徴
収
し
た
ら
、

と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
当
面
現
行
の
ま

ま
で
活
動
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

以
上
が
、
活
動
の
趣
旨
、
概
要
で
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

《
応
援
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス

（
閲
覧
状
況
）調
査
と
今
後
の
方
針
》

　

こ
の
程
、
当
応
援
団
だ
よ
り
の
ア
ク
セ
ス
状

況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
か
ら
９
月
30
日
に
か
け
て
の
１
ヶ

月
半
の
、
総
件
数
は
、
３
４
３
件
。
地
域
別
で

は
、
東
京
の
２
１
２
件
、
石
川
の
68
件
で
し

た
。
大
阪
や
秋
田
県
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
普
及
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。（
デ
ー
タ
統
計
）

　

こ
れ
ま
で
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
同
封

資
料
も
あ
り
、
メ
ー
ル
便
に
よ
り
お
便
り
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
伝
達
手
段
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
拡
充
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
「
応
援
団
だ
よ
り
」

は
従
来
ど
お
り
、
季
刊
（
１
月
、
４
月
、
７

月
、
10
月
）
で
掲
載
（
発
刊
）
し
ま
す
が
、
そ

の
間
の
主
要
な
予
定
、
出
来
事
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
冒
頭
に
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
随
時
記
事
を
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
閲
覧
く
だ
さ
い
。
同
封

資
料
が
あ
る
場
合
に
は
メ
ー
ル
便
で
お
送
り
し

ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
手
段
を
お
持
ち

で
な
い
方
、
不
得
手
の
方
々
に
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
メ
ー
ル
便
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
住
居
異
動

さ
れ
た
方
も
ご
一
報
く
だ
さ
い
）

お
葉
書
等　

上
記
「
石
川
県
人
会
事
務
所
」
気
付
で

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
４
―
９
８
８
―
４
９
０
１
宛　
（
事
務
局　

光
眞
）

　

去
る
８
月
16
日
（
火
）
午
後
、「
石

川
県
立
飯
田
高
校
同
窓
会
平
成
23

年
度
総
会
」
が
珠
洲
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
泉
谷
市
長
、
平
蔵
県

議
ら
来
賓
を
迎
え
、
18
回
生
の
幹

事
を
は
じ
め
約
70
人
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
鶏
口
治
幹
事
長
の
開
会
の
こ

と
ば
で
開
会
さ
れ
、
校
歌
斉
唱
、

矢
田
勝
治
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
の

後
、
坂
尻
校
長
が
「
平
成
20
年
の

統
合
か
ら
初
め
て
こ
の
春
卒
業
生

が
巣
立
ち
ま
し
た
。
普
通
科
４
ク

ラ
ス
、
総
合
学
科
２
ク
ラ
ス
、
１

学
年
２
０
０
人
の
体
制
が
軌
道
に

乗
り
ま
し
た
」
な
ど
と
現
況
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
谷
市
長
の

祝
辞
の
後
、
選
出
さ
れ
た
乙
谷
議

長
の
も
と
で
議
事
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

役
員
の
改
選
で
は
、
18
回
生
か
ら
、

本
年
度
19
回
生
に
改
選
と
な
り
、

○
会
長　

森
井
洋
光
、
○
副
会
長

　

中
川
政
幸
、
番
匠
国
雄
、
乙
脇

由
美
子

○
幹
事
長　

上
野
良
夫
、
○
事
務

局
長　

濱
野
優
治

の
各
氏
が
選
出
さ
れ
、
参
加
者
の

拍
手
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
創
立
百
周
年
事
業
記
念
事
業
」

実
行
委
員
会
西
山
郷
史
会
長
（
17

回
生
）
か
ら
は
、
来
年
の
10
月
21

日
開
催
の
「
百
周
年
記
念
式
典
」

な
ど
の
計
画
や
「
募
金
案
内
で

１
万
２
千
人
余
り
に
発
出
さ
れ
た

葉
書
が
２
千
通
程
戻
っ
て
き
た
も

の
の
、
１
口
５
千
円
の
募
金
が
現

在
６
０
０
万
円
に
な
り
、
百
周
年

事
業
や
教
育
振
興
基
金
に
も
目
処

が
立
っ
て
き
た
」
と
事
業
経
過
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
19
回
生
の
野
畠
重

典
氏
（
石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
前
所
長
）
が
「
石
川
農
業

の
特
徴
と
最
近
の
開
発
技
術
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。
石

川
県
の
戦
略
作
物
の
能
登
大
納
言

（
小
豆
）、
中
島
菜
、
源
助
大
根
、

平
成
23
年
「
飯
田
高
校
同
窓
会
」
の
開
催

金
時
草
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
現
況
や

ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
（
ブ
ド
ウ
）、
秋
星

（
リ
ン
ゴ
）
の
新
種
開
発
を
め
ぐ
る

苦
労
話
に
熱
が
入
り
、
講
師
の
並
々

な
ら
ぬ
熱
意
が
伝
わ
る
講
演
で
あ

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
和
気
藹
々
の
な

か
、
矢
田
会
長
ら
役
員
の
２
年
間

の
尽
力
に
労
い
の
言
葉
が
あ
り
、

ま
た
、
新
役
員
や
百
周
年
実
行
委

員
に
は
今
後
の
活
躍
に
期
待
の
声

が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
橋
本
秀
一

郎
元
学
校
長
の
万
歳
三
唱
の
中
締

め
で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
ら
に
対
し
て
来
年

５
月
19
日
（
土
）
開
催
予
定
の
飯

田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
に

つ
い
て
招
請
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
千
代
田
区 

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
）

珠
洲
市
観
光
大
使

 
珠
洲 
春
希 

さ
ん

   

宝
塚
歌
劇
団
退
団
へ

12
月
25
日
（
日
）
19
：
30
〜　

帝
国
ホ
テ
ル
東
京
「
珠
洲
春
希　

東
京
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
」

【
お
問
い
合
わ
せ
】

す
ず
の
会　

園
田
貴
子　

TEL
０
９
０
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１
０
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―
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４
３
３


